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TRUSTIA による自由記述（N=68）の主題分
析を行った。１文書あたりの平均語句数は13
語，平均文字数は19文字であった。主題分析を
行い，計６分類が得られたが，デンドログラム
表示（図３参照）における分類間の関連性や信
頼度，類似度を考慮し，４つのクラスターとし
て以下の解釈を行った。
　第１クラスター（「授業」）では，「わかりや
すいし，授業中でも質問しやすい」など，授業
に関するポジティブな側面の記述が見られた。
　第２クラスター（「質問」）では，「すごく分
かりやすくて，質問がしやすかったから」とい
った，質問がしやすいことがよかったという点
に関する記述が見られた。
　第３クラスター（「自分的」「英語」）では，
「とってもわかりやすくて，楽しくできました」
など，英語の授業を受けて感じたことに関する
記述が見られた。中には，「楽しく授業が受け
れて，英語が好きになった」「今年初めて英語
の授業を受けたのにすごく実力がついたと思う
から」など，英語学習に対するポジティブ評価
につながる記述も得られている。
　第４クラスター（「先生」「人」）は，「すぐ，
先生に相談できる」「２人いるから手をあげた
らすぐ来てくれるのがうれしい」「２人いると
１人と比べて楽しい」など，生徒自身にとって
の教師との関わりやすさや教師への親しみに関
連する記述が見られた。
Ⅳ　総合考察
　以上の結果を踏まえ，日本人教師２名による
英語科TTを中学１年生がどう捉えているかを
検討する。
　まず，良い点の中身として，1）（教師が）２
人いること，2）授業の効率が良いこと，3）会
話文がわかりやすいこと・授業で日本語も英語
も使えること，4）どちらかの教師に質問がで
きること，5）質問しやすいことが示された。
　石田ら（2008）は，TTのメリットとして，
英語が苦手な学生が多いクラスでも個々のつま
ずきへの対応がしやすいことを挙げている。中
学校において，英語科は従来，学習者である生
徒が初めて触れる教科とされてきた。近年では
小学校においても英語教育が導入されつつある
ものの，中学校１年次は英語教育の中では初期
にあたると言える。そのため，言語活動の遂行
やコミュニケーション能力育成を考える上で，
まずはその基礎を固めることが極めて重要であ
ろう。その点を考慮すると，会話文がわかりや
すいこと，どちらか一方の教師に質問ができる
こと，質問がしやすいことなどは，本研究にお
けるTTが持つ良い点であると考えられる。加
えて，授業で日本語も英語も使用できるという
点は，石田ら（2008）とは異なり，日本人教師
２名によるTTが持つメリットであると考えら
れる。
　もちろん，２名の教師の対応の違いや違いへ
の戸惑いといった「困る点」に関する回答も17
個挙げられてはいた。しかしながら，実際に１
年間授業を受けた感想としては「よかったと思
う」と答えた参加者が有意に多かった。また，
理由として，授業に関するポジティブな側面
（「わからないことが，授業中に聞いて教えても
らえるから」など），質問のしやすさ，教師と
の関わりやすさや教師への親しみ（「２人いる
から手をあげたらすぐ来てくれるのがうれし
い」「２人いると１人と比べて楽しい」など）
が見られた。クラスターは異なるが，含まれる
内容はおおむね，「良い点」として挙げられた
図３　感想のデンドログラム
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事項と重複していた。加えて，「楽しく授業が
受けれて，英語が好きになった」「今年初めて
英語の授業を受けたのにすごく実力がついたと
思うから」など，英語学習に対するポジティブ
評価につながるような回答も得られた。このこ
とを踏まえると，日本人教師２名による英語科
TTにより，実際に英語学習の何らかの側面に
おいて向上が見られたことが考えられる。たと
えば生徒の一人は，TTの授業を受けて「よか
ったと思う」ことの理由として，「英語の成績
があがった」ことを挙げていた。
　ただし本研究では，実際に向上が見られたの
か，また，向上が見られたとすれば特にどのよ
うな側面での向上が見られたかまでは詳細に検
討されなかった。よって，今後は本研究のよう
なTTによって生徒のどのような側面に向上が
見られたのかを検討する必要がある。今日の英
語教育の目的を考慮すると，言語活動やコミュ
ニケーション活動等にもたらす効果について何
らかの検討が必要であろう。
Ⅴ　全体のまとめ
　本研究では中学１年生を対象とし，英語科に
おいて日本人教師２名によるTTを行うことの
良い点，困る点，授業を受けての感想をたずね
た。生徒から得られた回答を分析した結果，良
い点としてはおおむね，「英語の会話文のわか
りやすいこと」「授業における何らかの会話で
日本語も英語も使えること」「どちらか一方の
教師に質問ができること」「質問がしやすいこ
と」などが挙げられた。「２人の対応が異なる」
など，２名の教師による授業の困った点（デメ
リット）が17記述見られたものの，授業を受け
た感想としては「よかったと思う」と答えた生
徒の数がそれ以外の生徒に比べて有意に多かっ
た。
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